
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇府

令

・

省

令

改

正

後

改

正

前

産
業
標
準
化
法
施
行
規
則

工
業
標
準
化
法
施
行
規
則

（
関
係
大
臣
）

（
関
係
大
臣
）

第
一
条

主
務
大
臣
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。）第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三
条

第
二
項
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十

五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
並
び

に
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る

権
限
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
法
第
二
条
第
一
項

第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
標
準
に

関
し
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
鉱
工
業
品
に
つ

い
て
は
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
大
臣
に
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

主
務
大
臣
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。）第
十
一
条
、
法
第
十
二
条
第
二
項
、
法
第
十

三
条
第
二
項
、
法
第
十
四
条
、
法
第
十
五
条
並
び

に
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る

権
限
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
法
第
二
条
第
一
号

か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
業
標
準
に
関
し
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

﹇
表
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﹈

﹇
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〔
府
令
・
省
令
〕

〇
工
業
標
準
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
命
令

（
内
閣
府
・
総
務
・
文
部
科
学
・
厚
生
労

働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交

通
・
環
境
一
）

〇
産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
認
定
産
業
標
準

作
成
機
関
に
関
す
る
命
令
（
同
二
）

〇
工
業
標
準
化
法
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が

行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
同
三
）

〔
省

令
〕

〇
容
器
保
安
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
経
済
産
業
六
一
）

〇
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
六
二
）

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〔
告

示
〕

〇
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
を
行
う
場
合
に

確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
内
閣
府
・
総
務
・
文
部
科
学
・
厚
生
労

働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交

通
・
環
境
一
）

〇
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
申
出
又

は
提
出
を
行
う
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
の
基
準
（
同
二
）

〇
強
制
執
行
、
仮
差
押
え
及
び
仮
処
分
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
海
外
の
美
術
品
等
を

指
定
す
る
件
（
文
部
科
学
二
二
二
）

〇
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
申
出
又

は
提
出
を
行
う
者
が
あ
ら
か
じ
め
提
出
す

べ
き
書
面
等
の
様
式
を
定
め
る
件

（
経
済
産
業
二
一
八
）

〇
平
成
九
年
通
商
産
業
省
告
示
第
百
五
十
号

及
び
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
告
示
第

百
八
十
四
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
同
二
一
九
）

〇
高
圧
ガ
ス
設
備
等
の
耐
震
性
能
を
定
め
る

告
示
（
同
二
二
〇
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究

所
特
定
計
量
器
型
式
承
認
、
中
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
工
事
区
間
変
更
・
料
金
の

額
及
び
徴
収
期
間
の
変
更
、
税
理
士
登
録

者
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
の
処
分
関

係

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
一
号

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
産
業
標

準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
工
業
標
準
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

総
務
大
臣

石
田

真
敏

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

原
田

義
昭

工
業
標
準
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

工
業
標
準
化
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
総

理

府
令
、
文

部

省
令
、

厚

生

省
令
、
農

林

省
令
、

通
商
産
業
省
令
、
運

輸

省
令
、

郵

政

省
令
、
電
気
通
信
省
令
、

労

働

省
令
、
建

設

省
令

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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